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花
に
忙
し
き
春
哉
。
裸
男
ひ
と
り
に
て
、
新
宿
追
分
よ
り
京
王
電
車
に
乘
り
て
、

調
布
に
下
る
。

　
南
を
指
し
て
行
く
。
多
摩
右
岸
一
帶
の
丘
陵
低
く
横
は
る
。
大
山
を
左
翼
と

し
て
、
丹
澤
の
連
山
そ
の
上
に
遙
か
也
。
十
數
町
に
し
て
、
多
摩
川
に
達
す
。

前
岸
に
櫻
花
の
連
な
る
を
見
る
。
こ
れ
近
年
櫻
の
名
所
と
な
り
た
る
菅
の
堤
也
。

矢
野
口
の
渡
に
至
れ
ば
、
渡
船
あ
る
か
と
思
ひ
の
外
、
土
橋
か
ゝ
り
て
、
一
錢

五
厘
の
橋
錢
を
取
る
。
上
流
の
青
梅
の
萬
年
橋
よ
り
、
下
流
の
六
郷
橋
ま
で
の

間
、
多
摩
川
に
往
來
を
通
ず
る
は
、
す
べ
て
み
な
渡
船
な
る
に
、
こ
ゝ
の
み
に

橋
あ
り
て
單
調
を
破
る
。
い
づ
れ
毎
年
少
な
く
と
も
一
度
は
流
さ
る
べ
け
れ
と
、

船
と
船
頭
と
に
要
す
る
金
を
差
引
け
ば
、
さ
ま
で
損
に
も
な
ら
ざ
る
べ
し
。
而

し
て
行
人
に
取
り
て
は
、
船
よ
り
橋
が
、
ず
つ
と
便
利
な
り
。
氣
が
利
き
た
る

か
な
と
感
服
す
。

　
堤
に
上
り
て
、
下
流
さ
し
て
行
く
。
櫻
は
一
列
に
し
て
、
二
三
十
町
も
つ
ゞ

く
。
樹
は
ま
だ
小
な
れ
ど
も
、
河
原
ひ
ろ
く
し
て
氣
持
よ
く
、
武
藏
野
に
つ
ゞ

く
木
立
果
て
も
な
く
、
多
摩
川
べ
り
の
丘
陵
近
く
臥
し
、
秩
父
の
連
山
遠
く
立

つ
。
こ
の
あ
た
り
多
摩
川
の
幅
は
六
七
町
も
あ
ら
む
。
水
は
ほ
ん
の
一
部
分
な

る
が
、
直
ち
に
堤
に
接
し
て
流
る
ゝ
が
、
こ
の
菅
の
堤
に
一
層
の
風
致
を
添
へ

た
り
。

　
櫻
盡
く
る
處
よ
り
引
返
し
、
一
の
掛
茶
屋
に
腰
を
お
ろ
す
。
酢
章
魚
と
鮨
と

を
注
文
し
て
、
腰
の
瓢
箪
を
取
り
出
す
折
し
も
、
酒
樽
到
著
す
。
到
る
處
、

『
正
宗
』
の
瓶
詰
に
閉
口
し
て
、
わ
ざ
〳
〵
瓢
箪
を
も
ち
ゆ
け
ど
、
樽
酒
の
新

た
に
來
れ
る
を
見
て
は
、
樽
に
對
し
て
も
と
、
下
ら
ぬ
處
に
義
理
張
つ
て
、
試

に
飮
ん
で
見
た
る
に
、
田
舍
酒
は
田
舍
酒
な
る
も
、
な
ま
じ
ひ
の
『
正
宗
』
の

ペ
ー
パ
ー
を
附
け
た
る
も
の
な
ど
よ
り
は
、
ず
つ
と
口
に
適
し
て
、
飮
む
に
足

る
。
一
本
飮
み
て
、
微
醉
を
催
す
。
今
一
本
飮
ま
ば
、
ち
と
多
し
。
一
合
だ
け

注
文
す
。
合
せ
て
三
合
、
こ
れ
に
て
程
よ
く
醉
ひ
、
瓢
箪
は
滿
ち
た
る
ま
ゝ
に

し
て
、
去
つ
て
穴
澤
天
神
に
詣
で
、
祠
後
の
山
を
攀
ぢ
て
絶
頂
に
至
る
。
四
阿

あ
り
、
ベ
ン
チ
あ
り
て
、
一
寸
公
園
風
に
な
り
居
れ
り
。
二
株
の
老
松
、
殊
に

偉
觀
也
。
そ
の
松
に
瘤
多
き
こ
と
、
他
に
其
の
比
稀
れ
也
。
近
く
多
摩
川
を
見

下
し
、
ひ
ろ
く
武
藏
野
を
見
渡
す
。
後
ろ
を
見
れ
ば
、
丘
陵
又
丘
陵
。
狹
き
山

田
あ
り
て
、
蛙
の
聲
を
り
〳
〵
聞
ゆ
。
東
京
附
近
に
て
は
、
と
も
か
く
も
山
也
。

菅
の
堤
の
櫻
を
見
た
る
つ
い
で
に
、
必
ず
訪
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
處
也
。

　
調
布
の
停
車
場
ま
で
戻
り
た
る
が
、
日
猶
ほ
高
し
。
府
中
に
至
り
て
、
大
國

魂
神
社
に
詣
づ
。
こ
ゝ
は
武
藏
の
國
府
の
あ
り
た
る
處
也
。
闇
の
祭
は
名
に
の

み
聞
え
て
、
昔
の
樣
は
無
く
な
れ
り
と
聞
く
。
も
と
六
所
明
神
と
て
、
武
藏
の

總
社
な
る
が
、
今
も
官
幣
小
社
に
て
、
祠
殿
宏
壯
、
境
内
森
嚴
也
。
殊
に
甲
州

街
道
を
横
絶
し
た
る
賽
路
長
く
し
て
、
大
な
る
欅
の
竝
木
立
ち
つ
ゞ
く
。
欅
の

多
き
は
、
武
藏
の
特
色
な
る
が
、
そ
の
竝
木
、
近
く
は
雜
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
に

あ
り
、
遠
く
は
此
處
に
あ
り
て
、
鬼
子
母
神
の
よ
り
も
一
層
偉
大
也
。
そ
の
新

緑
の
觀
、
殊
に
美
也
。
杉
の
竝
木
は
、
い
ま
日
光
の
例
幣
使
街
道
に
天
下
一
品

の
觀
あ
り
。
欅
の
竝
木
は
、
恐
ら
く
は
此
處
が
天
下
第
一
な
る
べ
く
や
。
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五
年
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